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第７章 幕藩体制の展開  １．幕政の安定 教科書 p198～202 
 

 

 

（２）元禄時代 ― 1680～1709年、５代将軍徳川綱吉の治世 

○政策評価①：仏教に帰依 → 1685年、生類憐みの令〔極端な動物愛護令〕 資ｐ175左 

ｅ）1684年、服忌令 － 近親者の死 ＝「穢れ」→ 喪に服する期間を定めた 

  ◎この綱吉独自の政策の意図とは・・・？ ※別紙コラムのエピソードを参考に考えてみよう。 

   

    ◎：エピソード①の頃から、③や④にかけてどのような変化があったのか、以下の文章の空欄に 

入る言葉を考えてみよう。 

【１】たちはかつては【２】ことが当たり前だったのに、幕末の頃には彼らの本分であるはずの 

【３】ができなくなっていた.。 １：      ２：       ３： 

 

◎エピソード①から②にかけて、世の中がどのように変わっただろうか？ 

  （             の世の中から、        世の中へ変わった ） 

 

○政策評価②：財政難と貨幣改鋳 ― 勘定吟味役の（       ）の上申による 

   ◎財政難の理由 

１）（         による       への出費） 

    ２）（         の減少） 

    ３）寺社造営費用の増加 

 

   ◎政策 ― 元禄小判に改鋳 

◎資p175 F（小判の重量・金成分比）を見て、改鋳の内容とねらいを記入しよう！ 

 

 

    

   ◎荻原重秀の言葉：「貨幣は国家が造る所、瓦礫を以ってこれに代えるといえども、まさに行うべし」 

    この彼の言葉の内容について、あなたはどう思いますか？ 

   （                                          ） 

    

◎この改鋳の結果をそれぞれの立場から考えてみよう。 

     

 

 

 

 

 

 

 

内容：   

ねらい：        

MＱ：徳川綱吉を評価してみよう！ 

小判の重量と金含有量 

 幕府：  

 

 景気： 

  

改鋳で被害を受けた人： 
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コラム：生類憐れみの令が反映したエピソード 
 徳川綱吉の出した生類憐れみの令は非常にユニークな政策です。ただ、この政策が時代にどのような影響を 

与えたのかは知らない人が多いです。この政策が反映したエピソードからその影響を考えてみよう 

 

エピソード① 

 「わしがどこからかの帰りに夜更けて浅草の御堂で休んだ折のこと、連れの一人が、この縁の下に非人どもが

寝ておるぞ、【A】と提案した。つまらぬことをおっしゃる、どうしてそのようなことができようか、無用なりと

退けたのだが、【B】、そうまで言われては是非もない（と Aをすることにした）。 

 非人たちは、どうしてこのような情けないことをなさるのです、と皆奥へ逃げていくのを、私もそう思うが連

れが無理を言うのでやむをえんのだ、前世の宿業とあきらめよと、一人を【A】した。 

 そののち、こんな心根の者とは思わなんだ、とくだんの友人には絶交を申し渡したことであったよ」  

                           『玄桐筆記』井上玄桐著 山室恭子現代語訳 参照 

問題１：この話の話し手（わし）は誰でしょう？教科書にも名前が出てきて、ドラマなどでも有名な人物です。 

       ちなみにこのエピソードは 1640年の話で、その時この人物は１３歳だったそうです。 

                             答え： 

   ２：連れの一人が非人どもに対してやろうと提案した【A】はどのようなことだろうか？文中の様子から 

考えてみよう。               答え： 

   ３：この話し手は【A】の提案を最初は断ったが、連れから【B】と言われたため、ついに【A】をしてしま

った。【B】に当てはまる言葉を考えてみよう。 答え： 

 

エピソード② 

 六七十年前までは奉公人が少しでも悪事を働けば、その家で【A】にしたものじゃ。逃亡すれば捜し出して【A】

にしたので、一ヶ月に二度三度はあちこちの家で【A】があり、下々の作法もよく、何かと便利であった。それ

が近年は、悪事を働く者がおらぬのか、あるいは主人が慈悲深くなったのか、とんとなくなってしまったことよ。 

※【A】はエピソード①の【A】と同じ答え。   『むかしゝ物語』より引用 享保七年（1722 年の話） 

 

エピソード③ 

 幕末に外国奉行として活躍した川路聖謨（としあきら）は、子どもの頃貧しくて剣術を満足に学べなかった。

そこで、勘定吟味役（かんじょうぎんみやく お金の計算・管理をする仕事）に抜擢された際に一念発起して剣

術を習い始めた。 

問題：この後、川路聖謨は先輩の武士に剣術を習い始めたことについて、言葉をかけられたという。何を言われ

たのか考えてみよう。 

           答え：  

エピソード④ 

 1863年、尊王攘夷派（天皇を戴き外国勢力を追い払う考え）の志士が横行して治安が悪化していた京の都へ、

将軍徳川家茂が上洛することになった。この時、尊王攘夷派の志士だった清川八郎は幕府に進言して、江戸で腕

に覚えのある浪人を集めて、京へ向かう将軍の護衛を務める浪士隊を結成した。 

 彼はこの浪士隊を倒幕に利用するつもりだったが、京で彼の方針に反発した人々が出て、浪士隊は分裂。彼に

反発した人々が京で結成した組織が【C】である。 

問題：【C】の組織名は何だろう？   答え：新撰組 

問題：この時の清川八郎の提案にはおかしな点がある。それは何だろう？ 

   答え： 


